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義弟を殺し、妹を略
奪した豊臣秀吉に立ち
向かい、流浪の日々を

送っていた京極高次。彼は、名門京極家
の復興を遂げるため、仇敵である秀吉に
仕えることを決意する。有為転変の境遇
をもがき苦しみながら生き抜く武将の一
生を描いた長編歴史小説。待望の復刊！

育
委
員
会
に
よ
り
一
部
が
調
査
さ
れ
、
塩
田

の
お
お
よ
そ
の
輪
郭
が
掌
握
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
塩
浜
六
五
〇
ア
ー
ル
の
面
積

を
擁
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け

て
入
浜
式
塩
田
は
瀬
戸
内
海
岸
に
移
行
し
て

お
り
、
油
谷
湾
内
で
は
小
田
海
浜
八
〇
ア
ー

ル
が
残
る
の
み
と
な
る
。
第
二
次
大
戦
後
の

昭
和
二
十
年
十
月
、
旧
朝
鮮
築
港
会
社
が
油

谷
湾
塩
業
会
社
と
改
称
し
小
田
で
起
工
式
を

行
っ
て
い
る
。
浜
面
積
三
〇
〇
ア
ー
ル
、
生

産
量
三
六
〇
ト
ン
が
計
画
さ
れ
た
が
、
目
標

高
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
昭
和
三
十
四
年

に
閉
鎖
さ
れ
た
。

塩
は
必
要
不
可
欠
な
物
で
あ
り
、
萩
藩
時

代
は
四
白
政
策
（
米
・
塩
・
紙
・
蝋
）
と
し

て
経
済
立
て
直
し
を
し
て
い
る
。
油
谷
湾
内

海
岸
は
、
一
時
期
と
は
い
え
長
門
国
の
生
産

高
の
半
分
を
担
っ
た
事
は
特
筆
に
値
す
る
。

「
郷
土
歴
史
講
座
」
開
催
の
お
知
ら
せ

長
門
市
立
図
書
館
新
館
開
館
10
周
年
、
そ
し

て
長
門
郷
土
文
化
研
究
会
創
立
50
周
年
の
記
念

行
事
と
し
て
、
全
８
回
に
わ
た
り
、
郷
土
歴
史

講
座
を
図
書
館
と
長
門
郷
土
文
化
研
究
会
の
共

催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
長
門
の
歴
史

を
、
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
　
所
　
図
書
館
　
２
階
視
聴
覚
室

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
！

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
平
日
に
限

り
、
本
館
の
開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

し
ま
す
。

土
・
日
曜
日
は
通
常
ど
お
り
午
後
５
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
発
表

〈
一
般
書
〉

１
位
　
『
還
ら
ざ
る
道
』

内
田
康
夫

２
位
　
『
ま
と
い
大
名
』

山
本
一
力

３
位
　
『
危
険
な
遊
び
』

西
村
京
太
郎

〈
絵
本
〉

１
位
　
『
へ
ん
し
ん
ト
イ
レ
』あ

き
や
ま
た
だ
し

２
位
　
『
ペ
ネ
ロ
ペ
あ
い
さ
つ
で
き
る
か
な
』

ア
ン
・
グ
ッ
ド
マ
ン

３
位
　
『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
が
く
る
よ
！
』

真
珠
ま
り
こ

７／５（土）13：30～
「はやおきおばけと

かぞえうた」
（29分）

７／26（土）13：30～
「ファーブル昆虫記」
（①ハチのなかまたち）

（40分）

●
時
　
間
　
13：

30
〜
15：

00

●
申
込
先
　
長
門
立
図
書
館
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
定
　
員
　
先
着
50
名

●
参
加
料
　
無
料

※
５
回
以
上
の
出
席
者
に
は
、
修
了
証
書
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

新
着
案
内
（
一
部
）

「
愛
し
の
座
敷
わ
ら
し
」
荻
原
浩
、「
風
花
」
川

上
弘
美
、「
孤
塁
の
名
人
」
津
本
陽
、「
夜
に
目

醒
め
よ
」
梁
石
日
、「
わ
が
人
生
の
歌
が
た
り

昭
和
の
青
春
」
五
木
寛
之
、「
い
ま
、
釈
迦
の

こ
と
ば
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
天
皇
た
ち
の
和
歌
」

谷
知
子
、「
失
く
し
た
記
憶
の
物
語
」
ガ
ブ
リ

エ
ル
・
ゼ
ヴ
ィ
ン
、「
絆
」
島
田
洋
七
、「
有

機
・
無
農
薬
で
で
き
る
は
じ
め
て
の
家
庭
菜

園
」
金
子
美
登
、「
中
国
食
品
動
乱
」
小
森
正

彦
、「
正
義
の
正
体
」
田
中
森
一
、「
ラ
ン
チ
は

儲
か
ら
な
い
飲
み
放
題
は
儲
か
る
」
江
間
正
和
、

「
し
か
け
が
い
っ
ぱ
い
！
手
づ
く
り
カ
ー
ド
集
」

い
し
か
わ
ま
り
こ
ほ
か

古
代
よ
り
油
谷
湾
に
お
い
て
塩
造
り
が
行

わ
れ
て
い
た
。
古
墳
時
代
は
「
藻
塩
焼

も
し
お
や
き

」
製

塩
法
、
つ
ま
り
刈
り
取
っ
た
藻
に
海
水
を
か

け
て
濃
縮
し
た
も
の
を
土
器
に
入
れ
て
煮
沸

し
結
晶
塩
を
取
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
日
置
堀
田
ほ
り
た

遺
跡
（
古
墳
時
代
）
で
鉢
形

土
器
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
が
製
塩
工
程
に

使
用
さ
れ
た
土
器
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

て
い
る
。
堀
田
遺
跡
は
竪
穴

た
て
あ
な

住
居
跡
で
、
油

谷
湾
に
そ
そ
ぐ
掛
渕
川
支
流
の
黒
川
の
上
流

に
位
置
し
て
お
り
、
海
と
深
い
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

時
代
が
下
り
中
世
後
期
に
は
浜
に
お
け
る

塩
浜
製
塩
技
術
の
出
現
、
特
に
周
防
の
瀬
戸

内
海
地
方
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
山

陰
側
は
浜
も
少
な
く
塩
浜
製
塩
が
難
し
い
。

と
こ
ろ
が
文
献
に
よ
れ
ば
、
近
世
前
期
（
一

六
一
〇
頃
）
に
な
る
と
、
長
門
国
で
は
油
谷

湾
沿
岸
の
伊
上
貝
川
の
浜
で
塩
四
六
三
石
、

河
原
塩
屋
本
浜
一
三
六
石
、
角
山
浜
で
一

三
・
七
石
の
生
産
高
で
あ
る
。
長
門
国
の
塩

浜
石
総
生
産
一
一
四
〇
石
に
対
し
て
五
三
・

七
％
の
六
一
二
・
七
石
が
油
谷
湾
で
生
産
さ

れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

伊
上
貝
川
付
近
に
「
釜
屋
か
ま
や

の
畑
」「
釜
屋

の
土
手
」
と
言
う
小
字
名
が
あ
っ
て
製
塩
の

遺
構
い
こ
う

が
あ
る
。
昭
和
六
十
三
年
に
当
時
の
教

油
谷
湾
の
製
塩

油谷伊上貝川の塩田があったとされる場所

貝川

海
上
保
安
庁
で
は
、「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

の
１
ケ
月
間
を
「
海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間
」

と
し
て
、
海
事
・
漁
業
関
係
者
を
対
象
と
し
た

指
導
及
び
子
供
達
を
含
む
一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
海
洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及
・
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

廃
船
の
不
法
投
棄
、
油
や
汚
水
の
違
法
排
出

の
ほ
か
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
や
海
に
何
気
な

く
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
な
ど
も
海
を
汚
す
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
海
を

大
切
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
未
来
の

子
供
た
ち
に
き
れ
い
な
海
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
連
鎖
す
る
大
暴
落
」
副
島
隆
彦
、「
子
育
て
が

ラ
ク
に
な
る
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ー
」
吉
原
ひ

ろ
こ
、「
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
」
海
堂
尊
、「
旅
立

つ
マ
リ
ニ
ア
」
栗
本
薫
、「
証
人
た
ち
」
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
シ
ム
ノ
ン
、「
花
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
テ
ー
ラ
ー
＝
レ
イ
ル
、「
そ
ら
の

木
」
北
見
葉
胡
ほ
か

き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め
に
！

▲焼塩壺（左、蓋井島出土）、製塩用鉢型
土器（右）。いずれも下関市立考古館蔵

掘田遺跡

小田


